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The passing rate of students taking the HSK-3 level test for the students of Fukuyama University 
had been relatively low until 2019. To improve the performance of those test takers and make the 
learning materials available anywhere and anytime, with the Education Promotion Grant funding, 
we have developed and implemented five sets of HSK-3 level test e-Learning materials from 
August of 2019 to November of 2020. With the help of two sets of e-Learning materials the test 
takers raised their passing rate to 86% in 2019 (higher than the average of 65.3% from 2012 to 
2019). In 2020, we used all five sets of materials as a required part of final tests and pushed 75% 






HSK とは、中国政府公認の中国語検定で、世界共通の基準による資格試験である。学生は HSK 資
格を取得すれば、中国留学、就職などに有利になる。この資格は、現段階で初級レベルの 1 級から上
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今回の e ラーニング学修教材は HSK3 級を中心にして開発した。教材選定にあたって、国家漢辦 3
が編集、高等教育出版社が出版している『HSK 真題集（三級）』（2014 版）、「国家漢辦」が編集、北京













教材作成は 2019 年 8 月 20 日から 11 月 25 日の間に行った。 
1) 問題作成 
8 月 20 日～24 日、孔子学院の会議室を利用し、孔子学院の先生と協力し、上述の三冊の資料から問
題を選定し、適切な修正を加え、HSK3 級のリスニング、読解、作文の問題を 5 セット作成した。 
2) 文字入力 
8 月 26 日～27 日、中国人留学生 2 人の協力を得て、作成問題をパソコンで文字入力作業をした。 
3) 入力したデータを編集整理 
8 月 28 日～9 月 10 日、筆者が作成した問題の修正と編集作業をした。 
4) リスニング問題録音 
9 月 11 日～12 日、中国人留学生 2 人、孔子学院の先生と合わせて 6 名が男女役割を分けて、リスニ
ング問題の録音をした。 
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5) 写真撮影 
10 月 11 日、孔子学院の先生の協力の下で、オリジナル写真を撮った。 
6) すべてのデータの整理とセレッソにアップ 
10 月 25 日～11 月 25 日、これまで作成したデータを教材化する作業を実施し、確認した。セレッソ
へのアップは、2019 年に 2 セット、2020 年に 3 セットと 2 回に分けてアップした。 
 
3．作成した教材の試用と効果 
e ラーニングの実施は、二段階に分けて行った。第一段階は 2019 年度の「中級中国語Ⅱ」を履修す
る学生を対象に、2019 年 12 月 18 日までに作成した教材の 2 セット分で実施した。第二段階は 2020
年度の「中級中国語Ⅱ」の履修者を対象に、2020 年 12 月 9 日までに作成した 5 セットで実施した。 
 
(1) 2019 年 12 月までの実施状況 
HSK3 級の e ラーニング教材を用いて、「中級中国語Ⅱ」を受講している学生 17 名を対象に試用を
実施した。1 回目は、11 月 25 日の授業中に第 1 セットを実施し、14 名が回答、回答率は 82%（平均
正解数 80 問のうち 40 問）であった。2 回目は、12 月 18 日に第 2 セットを授業外で任意実施し、6 名
が回答、回答率は 35.2%（平均正解数 80 問のうち 38 問）であった。第 1 セットと第 2 セットで、6 割















図 2 正解数と学生 
図 3 問 1-問 40（リスニング）の正解数と学生 
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User15 は正解数が 1 回目より、
2 回目の方が上がっている（図
5）。 
最後に、2019 年 12 月 1 日の
HSK3 級試験を受けた学生は 8
名で、合格率は、86％であった。
なお、HSK3 級の e ラーニング学
修教材は、11 月 25 日の授業中に
第 1 セットを実施し、第 2 セッ
ト目は 12 月 18 日に実施した。
2 回目は、HSK 試験の後の実施




(2) 2020 年 12 月までの効果 
 2020 年度の前期は、新型コロナウイルス感染症の流行により、大学は 5 月中旬からオンライン授業
の実施が始まり、さらに、7 月の HSK 試験の実施も危ぶまれたため、「中級中国語Ⅰ」の学生に HSK3
級の e ラーニング学修教材の使用を呼びかけなかった。したがって、今回の分析対象にはならない 4。
後期に入り、11 月までに、HSK3 級の e ラーニング教材の残りの 3 セットをすべて用意した。2019 年
度に 2 セット目を授業外で任意実施した結果、回答した学生数が少なかったことから、2020 年度後期
は、学年末テストの成績の一部としての課題と伝え、すべて授業外に実施した。結果的に、5 セット
を受けた学生の割合は 75％に上り、回答者が大幅に伸びた。2020 年度後期「中級中国語Ⅱ」履修者は
20 名、うち、2020 年 12 月 6 日の HSK の受験者は 6 名（HSK2 級は 2 名、HSK3 級は 4 名）であった。
合格率は 2 級 50％、3 級 100％であった。以下、e ラーニング教材 5 セットを受けた結果および HSK3
級受験結果に絞って、その関係を具体的に考察しておく。 
図中の名前の前の「＊」は、受験した学生を示しており、太線枠の学生は、3 級に合格した学生（リ
スニング、読解、作文、計 80 問）、点線枠の学生は、2 級に合格した学生（リスニング、読解、計 60
問）を示している。なお、2 級、3 級とも 6 割が合格の目安と言われている。 
図中の点線ラインは問題数の 6 割ライン（1 問１点で計算）である。例えば、図 6 の場合、「48=80
問×6 割」と計算した。HSK3 級に合格した学生（太線枠の学生）は HSK3 級の e ラーニング学修教
図 4 問 41-問 70（読解）の正解数と学生 
図 5 問 71-問 80（作文）の正解数と学生 
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材の得点が高い傾向が現れた。userF と userO は今回受験していないが、e ラーニング学修教材では高
い点数を取れている。したがって、userF と userO は受験し合格することが可能かと思われる（図 6）。 
 
図 7 の点線ラインは、第１セットから第 3 セットまでの合計の 6 割ライン（1 問１点で計算、合格
した学生の小テスト受験回数 3 回を基準とした）である。例えば、「140=80 問×6 割×3 セット（第 1 セ
ットから第 3 セット）」と計算した。3 級を合格した学生は、第 1 セットから第 3 セットまでの正解数




は、HSK の配点方法（非公開）により、三項目（リスニング、読解、作文）合計で 6 割取得すれば合
格できるという基準によるためである。ここで注目したいのは、userF はリスニングの点数が高いこと
図 6 正解数と学生 
図 7 正解数と学生 
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と userJ と userO は弱いところ
を克服すれば合格することがで
きることが確認できた。 














図 10 問 71-問 80（作文）の正解数と学生 
図 8 問 1-問 40（リスニング）の正解数と学生 
図 9 問 41-問 70（読解）の正解数と学生 
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1 今後、HSK試験レベルの等級が 6級制から 9級制になり、1～3級は初級、4～6級は中級、7～9級
は上級と分類されると言われている。 
2 劉国彬「HSK試験の回顧と考察」『大学教育論叢』第 6号、福山大学大学教育センター、2020年 3月、
24頁。 
3「国家漢辦」は 2020年 7月時点で「教育部中外語言合作中心」に名称を変更した。 
4 2020年 7月 12日に実施された HSK試験に参加した「中級中国語Ⅰ」の学生は 5名であった。その
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